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次号予告「分布型光ファイバーセンシング」

巻頭言
応用が進む分布型光ファイバーセンシング 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥中村健太郎
解　説
時間領域法に基づく分布型光ファイバーセンシングと 
リアルタイム動作の実現  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥田中洋介

光周波数領域反射計測技術を用いた分布型振動センシ 
ングによる通信用光ケーブルの敷設状態監視 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥岡本達也

相関領域法に基づくブリユアン計測とダイナミック 
グレーティング  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥大川洋平

マルチコア光ファイバーの形状センシングとその応用 
展開  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥村山英晶ほか
フォーカス
光ファイバー中のラマン散乱に基づく分布型温度セン 
シング  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥古川　靖
分布型光ファイバーセンシングに基づく地中の生物の 
リアルタイム可視化  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥鄭　美嘉

光学ハイライト
分布型光ファイバーセンシングの標準化動向  ‥足立正二
気になる論文コーナー

今後の特集予定
52巻 5号「円偏光の生成・検出・応用の進展」
52巻 6号「2022年日本の光学研究」
52巻 7号「熱輻射の制御とその応用の進展」
52巻 8号「細胞集団の状態や機能の可視化解析」
52巻 9号「光集積デバイスの実用化・高度化の最前線」 

//編集後記 //

　細胞は無色透明な位相物体であり，通常の明視野観察
では見えません．そこで，細胞を分子特異的に蛍光染色
して観察する蛍光観察手法などがとられてきました．一
方，Zernikeによって発明された位相差観察法は，標本
に処置を行わないという利点を有するものの，細胞の輪
郭が白く輝くアーティファクト（ハロー）が発生するた
め，定量測定・定量評価には適さないと考えられてきま
した．近年，これらの課題を克服して位相物体を可視
化・定量化する新しい計測手法が次々と開発され，バイ
オ分野や医療分野への応用も始まりつつあります．
　本特集では，位相物体の可視化・定量化手法である，
ホログラフィック三次元像イメージングフローサイト
メーター，定量位相顕微鏡，位相変調型微分干渉顕微
鏡，アポディゼーション位相差顕微鏡，深層学習につい
て，最近の研究動向と応用例を各専門分野の第一人者の
方々に大変わかりやすく解説していただきました．本特
集を通じて，より多くの方にこの分野に興味を持ってい
ただき，基礎技術から応用に至るさらなる発展につなが
れば幸いです．
　最後にご多忙の中，本特集号の記事をご執筆いただい
た著者の皆様，企画に多くのご助言をいただいた編集委
員の皆様，最後まで丁寧に原稿を取りまとめていただい
た編集局に深く感謝申し上げます． （鈴木，斎藤）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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